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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧料を収納せしめる区画凹所を有するケース本体と、このケース本体に枢軸を介して
回動可能に支持され該ケース本体の前面凹部に配置された係合爪部に貫通開孔を通してフ
ックを連係させて該区画凹所を密閉状態に保持する蓋体とを備えた化粧料容器であって、
　前記貫通開孔に、前記蓋体の開放状態で該貫通開孔を塞ぐ一方、前記蓋体の密閉状態で
該貫通開孔を開放するシール部材を設けたことを特徴とする化粧料容器。
【請求項２】
　前記シール部材は、弾性変形が可能でかつ、初期姿勢への復元を可能とする軟質材より
なる、請求項１記載の化粧料容器。
【請求項３】
　前記シール部材は、一方が固定端であり、もう一方が自由端となる片持ち支持タイプの
舌片からなる、請求項１又は２記載の化粧料容器。
【請求項４】
　前記シール部材は、一方が固定端であり、もう一方が自由端であり、該自由端を突き合
わせてその相互間にスリットを形成した片持ち支持タイプの舌片を少なくとも２つ配置し
たものからなる、請求項１又は２記載の化粧料容器。
【請求項５】
　前記シール部材は、一方の部位を溝部に入れ込んで固定端とするものである、請求項３
又は４に記載の化粧料容器。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファンデーションやアイシャドー等の化粧料を入れるのに適した化粧料容器
に関するものであり、ケース本体と蓋体とを連係させる連係機構部への化粧料の入り込み
による汚れや作動不良を確実に回避しようとするものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンパクトに代表される化粧料容器は、内容物を収納する区画凹所を備えたケース本体
と、このケース本体に枢軸を介して回動可能に保持された蓋体から構成されており、該蓋
体をケース本体に合致させて該区画凹所を密封状態に保持するには、該蓋体に設けられた
フック部材をケース本体の内部空間に配置した係合凸部に連係させて蓋体の回動を不能に
するのが普通であり、これによりケース本体の前面部に設けられた押しボタン（前部壁）
を押さない限りフック部材と係合凸部との連係を解除することができないようになってい
た（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭６１－４３３７１号公報
【０００４】
　ところで、この種の化粧料容器は、蓋体に設けられたフック部材を、ケース本体の中枠
に形成した貫通開孔（窓）を通して蓋体のフックを連係させていることから、容器の使用
中には、化粧料がこぼれ落ちて該貫通開孔へ入り込んでその周辺が汚れたり化粧料の固着
、堆積によりフック部材と係合凸部との連係がうまくいかず蓋体を閉じることができない
等の作動不良を引き起こすことがしばしば見受けられ、その解決が望まれていた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、貫通開孔への化粧料の入り込みによる係合機構部の汚れや作動不良を
引き起こすことのない新規な化粧料容器を提案するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、化粧料を収納せしめる区画凹所を有するケース本体と、このケース本体に枢
軸を介して回動可能に支持され該ケース本体の前面凹部に配置された係合爪部に貫通開孔
を通してフックを連係させて該区画凹所を密閉状態に保持する蓋体とを備えた化粧料容器
であって、
　前記貫通開孔、前記蓋体の開放状態で該貫通開孔を塞ぎ、前記蓋体の密閉状態で該貫通
開孔を開放するシール部材を設けたことを特徴とする化粧料容器である。
【０００７】
　前記シール部材としては、弾性変形が可能でかつ、初期姿勢への復元を可能とする軟質
材によって構成することができる。シール部材は具体的には、一方が固定端であり、もう
一方が自由端となる片持ち支持タイプの舌片を適用することが可能であり、また、一方を
固定端とし、もう一方が自由端として各自由端を突き合わせてその相互間にスリットを形
成した片持ち支持タイプの舌片を少なくとも２つ配置したものを適用してもよい。シール
部材の一方を固定端とするには、ケース本体側に別途に溝部を設けておき、該溝部にシー
ル部材の一方を引き抜け不能に入れ込むのが望ましい。
【発明の効果】
【０００８】
　貫通開孔に蓋体の閉塞状態で開放し該蓋体の開放状態で塞ぐシール部材を設けるように
したため、容器の使用中に化粧料がこぼれ落ちても該貫通開孔を通して係合爪部が設けら
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れた前面凹部内に入り込むことがないので、こぼれ落ちた化粧料によってその内部が汚れ
たり作動不良を引き起こすことがない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明にしたがう化粧料容器の外観斜視図である。
【図２】図１に示した化粧料容器の要部の分解斜視図である。
【図３】図１に示した化粧料容器のＡ－Ａ断面を示した図である。
【図４】図１に示した化粧料容器ににつき、蓋体を閉じた状態を示した図である。
【図５】（ａ）（ｂ）は本発明にしたがう化粧料容器の他の実施の形態の要部断面を示し
た図である。
【図６】（ａ）（ｂ）は本発明にしたがう化粧料容器の他の実施の形態の要部断面を示し
た図である。
【図７】（ａ）（ｂ）は本発明にしたがう化粧料容器のさらに他の実施の形態の要部断面
を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を用いて本発明をより具体的に説明する。
　図１は、本発明にしたがう化粧料容器の実施の形態を示した外観斜視図であり、図２は
、図１の要部の分解斜視図であり、図３は図１の要部の断面（Ａ－Ａ断面）を示した図で
ある。
【００１１】
　図における符号１は、ケース本体である。このケース本体１は、ケース本体１の底部を
係止する底壁１ａと、この底壁１ａの縁部に一体連結して立ち上がる周壁１ｂからなり、
その内側には中枠１ｃが配置されていて、該中枠１ｃによって化粧料を収納せしめる区画
凹所Ｍとパフの如き塗布部材を収納する収納凹所Ｍ１が形成されている。
【００１２】
　また、２は、ケース本体１の前面側の中枠１ｃに設けられた貫通開孔、３は、貫通開孔
２の直下に設けられた前面凹部である（図２参照）。この前面凹部３は、ケース本体１の
周壁１ａにつながる側壁３ａ、３ｂと、この側壁３ａ、３ｂにつながる起立壁３ｃと、側
壁３ａ、３ｂ及び起立壁３ｃの下部においてつながる底壁３ｄから構成されていて、中枠
１ｃが組み込まれた状態において前面部が開放されている。
【００１３】
　４は、前面凹部３の起立壁３ｃに設けられ、後述する蓋体のフックに連係する係合爪部
、５は、ケース本体１に枢軸を介して回動可能に支持される蓋体である。この蓋体５は、
ケース本体１に支持される側とは対向する側の下側面にフック５ａが垂下されていて、蓋
体５を閉じる際に、フック５ａを貫通開孔２を通して係合爪部４に連係させることによっ
て蓋体５を閉じてケース本体１の区画凹所Ｍ、収納凹所Ｍ１を密閉状態に保持する。
【００１４】
　６は、係合爪部４の下部で起立壁３ｃに一体的に設けられた突起である。この突起６は
、前面に向けて突出した横向きの突起であり、その上部には前方に向けて低くなる傾斜面
が設けられている。また、７は前面凹部３の空所内に配置された押しボタンである。この
押しボタン７は、前面凹部３においてスライド可能に弾性支持されており（ばね部材は図
示せず）、外壁７ａの内側面には、先端部が突起６の傾斜面に位置し押しボタン７の押し
込みにより該傾斜面に沿って移動してフック５ａを上方に向けて押しやる押圧片７ｂと、
前面凹部３の底壁３ｄに沿って移動可能なガイド７ｃが設けられている。ガイド７cの下
部には、押しボタン７の押し込みの際の移動範囲を規制するため、底壁３ｄの窪み３ｄ１

に入り込むストッパー７ｄが形成されている。
【００１５】
　８は、貫通開孔２において配され、蓋体５の開放状態で貫通開孔２を塞ぐが、蓋体５の
密閉状態で該貫通開孔２の開放を可能とするシール部材である。このシール部材８は初期
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姿勢に復元可能なゴムやエラストマーの如き軟質部材から構成されていて、起立壁３ｃの
上端部に設けられた溝部３ｃ１に一端を入れ込んで固定した片持ち支持タイプの舌片から
なっている。シール部材８は溝部３ｃ１に入れ込んだ部位が固定端８ａとなっており、中
枠１ｃの裏面に沿い該貫通開孔２の反対側の縁部に至るまでの部分が自由端８ｂとなって
いる。
【００１６】
　上記の構成になる化粧料容器は、蓋体５が開放された図３に示すような状態では、貫通
開孔２がシール部材８によって塞がれており、容器の使用中に化粧料が落ち込んでも前面
凹部３に化粧料が入り込むことがない。
【００１７】
　また、蓋体５を閉じた図４に示すような状態では、シール部材８がフック５ａの押圧に
より容易に変形して貫通開孔２が開放されて、該フック５ａと係合爪部４とは確実に連係
することになる。
【００１８】
　押しボタン７を係合爪部４に向けて押し込み、押圧片７ｂの先端部を突起６の傾斜面に
沿わせてスライドさせることにより突起６にはフック５ａを上方へ向けて押し上げる力が
作用しこれにより図３に示す如く該フック５ａと係合凸部４との連係が解除される。
【００１９】
　シール部材８の固定端８ａは、確実に固定できるものであれば起立壁３ｃの上端部に設
けた溝部３ｃ１を省略してもよく、これにより構造の簡素化が可能となる。
【００２０】
　図５（ａ）（ｂ）、図６（ａ）（ｂ）は、本発明にしたがう化粧料容器の他の実施の形
態を要部について示した図である。これらの例は、シール部材８を、貫通開孔２の一方の
縁部に隣接する中枠１ｃの上面部に段差部１ｃ１を設け、その部位でシール部材８の一端
を接着剤あるいは熱溶着により固定して該貫通開孔２を閉塞するようにしたものであり、
これによっても該貫通開孔２からの化粧料の入り込みは回避される。この例は、上掲図１
～４において示したような溝部３ｃ１が不要であり、構造の簡素化が可能となる。なお、
シール部材８は、インサート成形によって中枠１ｃに一体的に設けることも可能であり、
この場合には、接着剤や熱溶着する必要がなくなり製造工程の簡素化を図ることができる
。
【００２１】
　図７（ａ）（ｂ）は、シール部材８として貫通開孔２の対抗する縁部の段差部１ｃ１に
それぞれ固定した短尺舌片を設け、この短尺舌片の各自由端８ｂを貫通開孔２の中央部で
突き合わせてその相互間にスリットＳを形成したものである。
【００２２】
　かかる構成の化粧料容器においても蓋体５の開放状態では貫通開孔２が塞がれているた
め、内部空間３への化粧料の入り込みは回避される。この場合も構造の簡素化が可能であ
り、短尺舌片を用いてシール部材８を構成するため、素材のダレによる影響を最小限に留
めることができる。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　化粧料の貫通開孔への入り込みによる汚れや作動不良を起すことのない化粧料容器が提
供できる。
【符号の説明】
【００２４】
１　　　ケース本体
１ａ　　底壁
１ｂ　　周壁
１ｃ　　中枠
２　　　貫通開孔
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３　　　前面凹部
３ａ　　側壁
３ｂ　　側壁
３ｃ　　起立壁
３ｄ　　底壁
４　　　係合爪部
５　　　蓋体
５ａ　　フック
６　　　突起
７　　　押しボタン
７ａ　　外壁
７ｂ　　押圧片
７ｃ　　ガイド
７ｄ　　ストッパー
８　　　シール部材
８ａ　　固定端
８ｂ　　自由端
Ｍ　　　区画凹所
Ｍ１　　収納凹所

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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